
【取組内容】　  課題研究（総合的な学習の時間における探究的な学び）

能美市立辰口中学校（石川県）【指定校】 県

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業　【実践事例】

◆課題研究における学び　
　本校では、個別最適な学びの協働的な学びの一体的な充実を図る学習活動として、総合的な学習
の時間に課題研究（探究的な学び）を行っている。課題研究とは、各学年のテーマの中で、個人のテー
マを持ち、生徒は自分の学びに合ったゼミ（学域）に所属、3年間かけて、自分のテーマの学びを進め
ていく。一人一台端末（CB）を持ち、各自のテーマを指示された枚数でスライド(Googleスライド）、原稿

（Googleドキュメント）にまとめる。

←生徒のスライド
　調べたことは成果物としてスライド
にまとめていく。

←生徒の原稿
　ドキュメントでスライドに合わせた
原稿をまとめていく。



【取組内容】　課題研究（総合的な学習の時間における探究的な学び）

能美市立辰口中学校（石川県）【指定校】

様式Ⅰ-１

リーディングDXスクール事業　【実践事例】

◆学びを進める中で
　テーマにそって研究を進めるために、様々な方法で情報を集めていった。例えば・・・
　・Googleフォームによるアンケート　　・地域人材から直接話を聞く
　・地域に出向いて見学をする
　また、同じゼミの生徒に意見をもらったり、見てもらったりしながら、
　スライドのブラッシュアップをはかった。

◆学習のまとめ
　スライドを操作し、ドキュメントでの原稿
を読みながらゼミごとにゼミ内
　発表会を行った。更にその中のよかった
ものが学年発表会、全校発表会
　で発表される。生徒は発表を聞きなが
ら、Googleフォームで振り返りを行う。
　
　

◆成果
　・成果物の作成、情報　収集（ネットでの検索・アンケートフォーム、資料収集のため　　の問い合
わせ等）、評価・振り返り、等端末の果たす役割が非常に大きい。
　・個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図ることができ、更に教科の学びと関連付　　け
ながら、課題解決する力を身につけることができた。

　
　


